
8Trial & Error  No.256  (2006/11-12)

農
産
物

■ 

終
わ
り
な
き
苦
難

　
パ
レ
ス
チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
。
地
中
海

に
面
す
る
、
縦
四
十
キ
ロ
、
幅
十
キ
ロ

に
も
満
た
な
い
地
区
に
百
三
十
万
人

以
上
の
人
々
が
暮
ら
し
て
お
り
、
そ

の
八
割
以
上
を
難
民
―
―
四
八
年
の

第
一
次
中
東
戦
争
で
現
在
の
イ
ス
ラ

エ
ル
領
か
ら
逃
げ
て
き
た
人
々
と
そ

の
子
孫
―
―
が
占
め
る
。
六
七
年
の

第
三
次
中
東
戦
争
以
降
、
ガ
ザ
地
区

は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
占
領
さ
れ
、
多
く

の
住
民
は
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
の
出
稼
ぎ

に
よ
っ
て
生
計
を
立
て
て
き
た
。

　
九
三
年
の
オ
ス
ロ
合
意
に
よ
り
パ

レ
ス
チ
ナ
と
イ
ス
ラ
エ
ル
は
和
平
に

向
か
う
か
と
期
待
さ
れ
た
が
、
そ
の

後
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
封
鎖
政
策
は

厳
し
く
な
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
に
第

二
次
イ
ン
テ
ィ
フ
ァ
ー
ダ
（
民
衆
蜂

起
）
が
始
ま
り
状
況
は
さ
ら
に
悪
化
、

〇
五
年
に
は
一
人
当
た
り
の
国
民
所

得
は
九
九
年
の
約
半
分
に
ま
で
落
ち

込
ん
だ
。
ガ
ザ
地
区
の
空
港
や
港
も

イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
よ
り
破
壊
さ
れ
た
。

　
昨
年
夏
、
ユ
ダ
ヤ
人
入
植
者
と
軍

は
ガ
ザ
地
区
か
ら
撤
退
し
た
が
、
境

界
・
空
・
海
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
管
理
下

に
あ
る
。
住
民
は
地
区
内
か
ら
出
る

こ
と
さ
え
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
地

区
内
へ
の
物
資
の
出
入
り
も
イ
ス
ラ

エ
ル
が
管
理
し
、
特
に
今
年
一
月
以

降
、
物
流
検
問
所
は
断
続
的
に
封
鎖

さ
れ
て
い
る
。

　
今
年
の
一
月
の
パ
レ
ス
チ
ナ
評
議

員
選
挙
で
民
主
的
に
選
出
さ
れ
た
ハ

マ
ス
に
よ
る
政
権
発
足
に
伴
い
、
イ

ス
ラ
エ
ル
は
代
理
徴
収
し
て
い
る
関

税
等
の
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
へ
の

送
金
を
凍
結
、
米
国
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

連
合
も
自
治
政
府
へ
の
直
接
支
援
を

停
止
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
パ
レ
ス
チ

ナ
自
治
区
の
貧
困
率
は
六
七
％
に
な

り
、
失
業
率
は
約
四
割
に
も
及
ぶ
。
四

人
に
一
人
の
生
活
を
支
え
て
い
る
自

治
政
府
の
職
員
の
給
与
は
、
三
月
以

降
ほ
と
ん
ど
未
払
い
状
況
が
続
く
。

　
特
に
ガ
ザ
地
区
の
状
況
は
厳
し
い
。

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
統
計
局
に
よ

る
と
、
四
〜
六
月
の
貧
困
率
は
八
七
・

七
％
に
も
な
る
。
生
活
物
資
の
不
足

で
物
価
は
高
騰
、
住
民
の
生
活
を
圧

迫
し
た
。
乳
幼
児
の
栄
養
状
態
の
悪

化
な
ど
、
社
会
的
弱
者
に
も
悪
影
響

が
出
て
い
た
。

■ 

道
路
も
水
も
電
気
も

　
そ
し
て
六
月
。
ガ
ザ
地
区
で
は
、
イ

ス
ラ
エ
ル
軍
に
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
武

装
勢
力
へ
の
暗
殺
攻
撃
に
よ
っ
て
子

ど
も
を
含
む
住
民
が
巻
き
込
ま
れ
る

事
件
が
多
発
し
た
。
特
に
、
海
岸
で
家

族
七
人
が
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
の
砲
撃
と

さ
れ
る
爆
発
で
死
亡
す
る
事
件
も
あ

り
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
悲
し
み
や
怒

り
は
高
ま
っ
て
い
た
。
六
月
末
、
パ
レ

ス
チ
ナ
の
武
装
組
織
が
イ
ス
ラ
エ
ル

の
軍
事
基
地
を
襲
撃
、
イ
ス
ラ
エ
ル

軍
兵
士
二
人
を
殺
害
し
、
一
人
を
捕

虜
と
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
刑
務
所

に
収
監
さ
れ
て
い
る
パ
レ
ス
チ
ナ
人

の
解
放
を
要
求
し
た
が
、
イ
ス
ラ
エ

ル
は
こ
れ
を
拒
否
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル

兵
の
救
出
と
パ
レ
ス
チ
ナ
武
装
勢
力

の
手
製
の
ロ
ケ
ッ
ト
弾
の
一
掃
を
目

的
と
し
て
ガ
ザ
地
区
へ
侵
攻
し
た
。

侵
攻
は
現
在
（
九
月
末
時
点
）
も
続

き
、
こ
れ
ま
で
に
二
百
人
以
上
の
パ

レ
ス
チ
ナ
人
が
死
亡
、
半
数
以
上
は

武
装
勢
力
と
は
関
係
の
な
い
市
民
で

あ
り
、
多
く
の
子
ど
も
も
巻
き
ぞ
え

に
な
っ
て
い
る
。

　
侵
攻
の
初
期
に
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
が

拠
点
と
し
た
の
は
、
〇
一
年
に
イ
ス

ラ
エ
ル
軍
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
封
鎖

が
続
く
ガ
ザ
空
港
だ
っ
た
。
こ
の
空

港
は
日
本
か
ら
の
多
額
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政

府
開
発
援
助
）
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
、
九
八

年
に
開
設
し
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
空

港
の
近
く
は
貧
し
い
農
村
地
区
だ
が
、

侵
攻
の
た
め
に
農
地
は
戦
車
の
通
り

道
と
な
り
、
一
部
の
家
屋
は
破
壊
さ

れ
た
。
家
を
失
っ
た
八
人
の
子
ど
も

の
父
親
は
、
自
分
の
家
族
は
武
装
勢

力
と
は
関
係
が
な
い
と
語
り
、「
ど
う

や
っ
て
生
活
し
て
い
っ
た
ら
い
い
の

か
」
と
途
方
に
く
れ
て
い
た
。

　
ガ
ザ
地
区
の
南
部
と
北
部
を
結
ぶ

い
く
つ
か
の
橋
も
破
壊
さ
れ
た
。
日

本
政
府
は
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
（
国
連
開
発
計
画
）

を
通
し
て
、
ガ
ザ
地
区
の
中
央
を
縦

断
す
る
サ
ラ
ハ
デ
ィ
ン
道
路
の
修
復

支
援
の
た
め
に
千
九
百
万
ド
ル
を
拠

出
し
て
き
た
。
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
で
の

補
修
対
象
で
あ
る
こ
の
道
路
に
架
か

現地報告  隠される人道危機

パレスチナ事業担当　藤屋 リカ

　この苦難はいつまで続くのか――。　

　2006年7月、イスラエル軍が国境を越え、レバノンに陸と空から攻撃を仕掛け

た。この動きに世界中の耳目が集まったその陰で、パレスチナの人々の暮らしは、ま

すます厳しさを増していた。イスラエルの攻撃によってガザ地区では電気も水も途

絶え、子どもたちに栄養失調が拡大した。そのときJVCは…。現地で人々と苦難を

ともにした藤屋リカが報告する。(編集部)

――イスラエル攻撃下のパレスチナ・ガザ地区――

※
注
①

注①　貧困率：一日2ドル以下の生活を強いられている人々の割合。
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る
橋
も
破
壊
さ
れ
、
補
修
ど
こ
ろ
で

は
な
く
再
建
が
必
要
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
こ
れ
ら
の
橋
は
ワ
デ
ィ
（
枯

れ
川
）
に
架
か
っ
て
い
て
、
夏
は
乾
季

で
橋
の
横
の
道
を
通
れ
る
が
、
冬
の

雨
季
に
は
水
が
溢
れ
て
通
れ
な
く
な

る
。
巡
回
診
療
で
地
区
内
を
回
っ
て

い
る
看
護
師
の
ハ
ナ
ン
は
、「
完
全
に

破
壊
さ
れ
た
橋
が
す
ぐ
に
修
復
で
き

る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
冬
に
川
が
渡

れ
な
く
な
っ
て
、
人
々
が
病
院
に
行

く
こ
と
さ
え
困
難
に
な
る
こ
と
が
心

配
で
す
」
と
言
う
。

　
ま
た
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
は
地
区
の

約
半
分
の
電
気
を
ま
か
な
っ
て
い
る

地
区
唯
一
の
変
電
所
を
空
爆
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
地
区
内
で
は
停
電
が

頻
発
し
、
浄
水
施
設
も
機
能
し
な
い

た
め
に
人
々
の
生
活
用
水
さ
え
も
不

足
し
だ
し
た
。
南
部
の
ハ
ン
ユ
ニ
ス

市
の
公
営
の
水
汲
み
場
に
は
、
空
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
持
っ
た
子
ど
も
か

ら
ロ
バ
の
荷
車
に
タ
ン
ク
乗
せ
た
人

ま
で
が
殺
到
し
た
。

　
今
、
ガ
ザ
地
区
は
人
道
的
危
機
に

陥
っ
て
い
る
。
国
際
人
道
法
に
よ
っ

て
、
戦
時
下
及
び
占
領
下
の
文
民
の

権
利
は
保
障
さ
れ
て
お
り
、
前
述
の

よ
う
な
民
生
施
設
の
破
壊
は
国
際
人

道
法
に
違
反
す
る
。
ま
た
、「
集
団
懲

罰
」
も
国
際
法
に
お
い
て
禁
じ
ら
れ

て
い
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
人
権
団
体

も
、
変
電
所
の
破
壊
と
そ
れ
の
伴
う

悪
影
響
は
戦
争
犯
罪
と
の
見
解
を
発

表
し
て
い
る
。

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
状
況
は

厳
し
い
。ス
イ
カ
は
子
ど
も
が
楽
し
み

に
し
て
い
る
お
や
つ
で
、ス
イ
カ
を
積

ん
だ
ロ
バ
の
荷
車
は
ガ
ザ
の
夏
の
風

物
詩
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
夏
は
、
ス

イ
カ
を
積
ん
だ
荷
車
は
父
親
た
ち
に

追
い
返
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。安
い
ス
イ

カ
さ
え
買
え
な
い
の
で
、子
ど
も
が
か

わ
い
そ
う
と
の
理
由
だ
っ
た
。お
や
つ

ど
こ
ろ
か
一
日
に
一
回
食
べ
ら
れ
る

か
ど
う
か
だ
と
語
る
母
親
も
い
た
。献

立
は
安
価
な
ジ
ャ
ガ
イ
モ
と
ト
マ
ト

の
繰
り
返
し
で
、
肉
屋
か
ら
骨
を
も

ら
っ
て
き
て
味
を
つ
け
る
な
ど
し
て
、

子
ど
も
の
た
め
に
工
夫
を
し
て
い
た
。

■ 

栄
養
失
調
の
子
ど
も
た
ち

　
Ｊ
Ｖ
Ｃ
で
は
〇
三
年
か
ら
ガ
ザ
地

区
の
幼
稚
園
で
栄
養
改
善
支
援
を
し

て
い
る
。
今
年
の
二
月
以
降
、
幼
稚
園

の
月
謝
が
払
え
な
い
子
ど
も
が
急
増

し
た
。朝
食
を
摂
れ
る
子
ど
も
は
約
一

割
し
か
お
ら
ず
、幼
稚
園
に
食
料
援
助

を
頼
み
に
来
る
親
も
い
た
。

　
四
月
、子
ど
も
の
栄
養
を
専
門
と
す

る
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
人
間
の
大
地
」
の

セ
ン
タ
ー
で
栄
養
失
調
児
の
来
所
者

数
が
倍
増
し
た
こ
と
か
ら
、Ｊ
Ｖ
Ｃ
は

「
人
間
の
大
地
」
と
協
力
し
て
五
月
か

ら
緊
急
的
な
栄
養
支
援
を
開
始
し
た
。

内
容
は
「
人
間
の
大
地
」
の
セ
ン
タ
ー

で
の
栄
養
失
調
児
へ
の
栄
養
食
の
提

供
と
母
親
へ
の
栄
養
指
導
で
、
食
材
、

栄
養
指
導
と
調
理
担
当
の
看
護
師
の

人
件
費
、母
親
が
セ
ン
タ
ー
に
来
る
た

め
の
交
通
費
も
支
援
し
て
い
る
。
栄

養
食
は
、
ガ
ザ
地
区
内
で
入
手
で
き

る
季
節
の
新
鮮
な
食
材
を
用
い
た
も

の
を
一
日
二
度
子
ど
も
た
ち
に
提
供

し
て
い
る
。
安
価
で
手
に
入
り
や
す

い
野
菜
や
豆
、
芋
、
そ
れ
に
栄
養
の
た

め
に
肉
も
加
え
た
ス
ー
プ
と
季
節
の

果
物
の
ジ
ュ
ー
ス
だ
。
ま
た
、
母
親
は

入
手
可
能
な
材
料
で
の
栄
養
食
の
作

り
方
や
栄
養
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
。

当
初
三
ヵ
月
の
予
定
で
支
援
を
開
始

し
た
が
、
六
月
末
か
ら
の
状
況
の
悪

化
に
伴
い
、
十
一
月
末
ま
で
延
長
、
そ

の
後
も
検
討
が
予
想
さ
れ
る
。

　
Ｊ
Ｖ
Ｃ
も
加
盟
す
る
パ
レ
ス
チ
ナ

で
活
動
す
る
約
七
十
の
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
連
合
体
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ａ
で
は
、
ガ
ザ
の

人
道
状
況
の
実
態
調
査
結
果
を
報
告
、

改
善
に
向
け
て
の
声
明
を
五
月
に
出

し
た
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
と
し
て
は
、
日
本
政
府

に
イ
ス
ラ
エ
ル
の
軍
事
侵
攻
へ
の
抗

議
の
要
請
書
を
提
出
し
、
ま
た
、
Ａ
Ｉ

Ｄ
Ａ
か
ら
出
さ
れ
た
ガ
ザ
の
民
間
人

の
保
護
及
び
人
道
状
況
の
改
善
に
関

す
る
声
明
を
日
本
に
発
信
し
た
。

　
緊
急
支
援
の
た
び
に
、「
こ
の
よ
う

な
支
援
を
し
な
く
て
も
良
い
時
が
い

つ
来
る
の
だ
ろ
う
」
と
感
じ
ず
に
は

い
ら
れ
な
い
。
目
の
前
の
子
ど
も
た

ち
が
一
人
で
も
助
か
る
こ
と
を
願
い

な
が
ら
彼
ら
と
と
も
に
働
い
て
い
る

が
、
同
時
に
こ
の
状
況
が
社
会
構
造

か
ら
改
善
し
て
い
く
よ
う
に
声
を
あ

げ
な
が
ら
関
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
強
く
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る
。

■
生
活
用
水
を
運
ぶ
ロ
バ
の
荷
車

注②　集団懲罰：弾圧などが実施される際に、その対象の周辺に存在する、対象と無関係の
　　　人々に対してまでその被害・影響を及ぼすこと。

※
注
②

■
栄
養
食
を
準
備
す
る
母
親
た
ち

■
空
爆
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
橋

■
水
汲
み
場
に
殺
到
す
る
人
々


